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     ヴイ タ ミ ンCに 關 す る 研 究(第2報)
                               (1)
        果 實 中の ヴ ィ タ ミンC含 量 の変 異
                近 藤 研 究 室
           農 學 士 満  田  久  輝
               1 緒    言
 自然物料中の各種のヴィタミン量が内外の條件の相違によつて増減することは記する迄もな
                         ぐ ラ
い・ヴィタミンCに 就いても同檬であつて曾 て松岡富治氏は各種の植物種子が嚢芽成長する
に當 り,ヴ ィタミンC量 が各種の條件殊に太陽光線の有無によつて増減することを明にせられ
      (3)                    (4)
た・叉Fellers及 びBatchelder&Overholsen等は革果 申のヴィ タ ミンCの 攣異 を實験 して,
陽 光 を多 く受けた草果 及び その部 位 に於 てヴィ タ ミンCが 多量 に存 在す る ことを明 に した ・
 筆者 は各種の果實中のヴィタミンCを 定量 した結果 として,果 肉中のヴィタミンC量 は果實
が成熟中に受けた陽光量 とほぼ比例することを見出し得た・此のことは學術上にも將叉實用上
に も稗釜する虞少 くないが故に,此 虚に報告 して識者の御教示を仰 ぐ次第である・
               1 實 験 成 績
 此の種の實験を企つるに當 りては材料の探集條件が最 も重要である・例へば成熟中日々の受
光量が等 しくとも熟度が相違すれば,C量 が相違するのは當然である・故に筆者は材料を採集 ゼ
するに當 りては,圃 上に到 りて受光量 こそ相違 して居るが,熟 度其の他の條件はほぼ相同 じと
認め得べきものを直接採集 したのである・實験材料の うち梨は山城梨(長 十郎),廿 世紀,菊 水
等 を選 び,夫 々山城國富野荘梨圃及び京大高槻農場にて採集 し,柿 は富有柿を選 びて岐阜縣本
,巣郡弾正村及び京大農場 より探 り,蜜 柑は夏蜜柑を選び静岡市麻機匝有永の蜜柑園より探集 し
た.採 集後,搾 汁 して其の うちのC量(還 元型のみ)を2:6-Dichlorphenol indophenol法 にて
                  
定量 したのである・定量法の詳細ぼ前 報 に記 載 して置いた・但 し本法を實施するに當つて妨
となることは,供 試液中にシステイン,グ ルタチオン,タ ンニン,ピ ロガロール,フ エノール,
第一鐵肇,チ オ硫酸盤等の存在である 然るに本實験に供 した果汁中には上記の如 き物質は絶
無 とは云はざるも定量結果の精確度に妨を及ぼす程度に存在 しなV・ことは確である・ただ果汁
中には糖類が多量に存在するが故に,此 の糖類が2:6-Dichlorphneolindophenolを 還元してヴ
ィタミンCの 定量 に悪影響 を齎す憐がある.此 の貼を明瞭にする爲に各種の糖液(ア ラビノー
                   (67)
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ス,キ シ。一ス,ラ ムノース,ガ ラハ ース,マ ンノーえ 果櫨 葡萄楓 乳糖,萎 芽糖,藤
糖等の5%溶 液)に 就いて實験を行つて見た・其の結果によれ ば供試液 中に椿類が存在 して居
ても本法の精確度に封 しては悪影響を及ぼさないことが明瞭になつた・故に筆者は各種の果汁




験 してみた・それには長方形をなす約牛反歩の果樹園に於て東,南,西,北,東 南,南 西,西
北,北 東の位置に栽培せられて居る果樹上の各面(例 へば東の位置に栽培せ られ てある果樹な
らば其の東面)に 於て結實 した同一熟度の梨果各三個宛髪探集 し,其 の瓢分宛を集 め,果 皮,
核の部分を除きたる後,搾 汁し綿布にて濾過 して供試液 となしたのである 試に梨果 を探集 し
たる果樹園に於ける果樹の位置を示せば第一圖の0印 で示せる如 くである・叉同一果樹園の中
央の果樹に於 て北枝,東 枝,南 枝,西 枝に結實 した梨果中のC量 をも比較 して見たQで ある・
採集 した梨果は何れ も樹種,樹 齢,栽 増要素等は相等 しいが結實の位置の相違によつて唯々受
光量が相違 して居ると考へ られ るのである・採集 した果竃の平均重量並にヴ・fタミンC(還 元
型)の 定量値 を表記 すれば第1～2表 の通である
   第  一  圖             第1表 試料の手均重量
      」b   -＼ 一 梨・鞠 峨 梨,長榔) -1,世紀
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   第2表 試料のヴィタミンC(還 元型)量     第2表 の結果によつて明な如 く
.kfeq、 辮 認)(汁 甚。離%,に 縣 中に酬 タ・ンc量が少
    東        0.74      0,65   い爲に以上の實験結果によつては
   東 南      0.72      0・54   顯著な相違 を認 め得ない・ けれ ど
    南1。180。65  ,                           も比較を容易にする爲に 定量結果
   南 西    0.78    0.50
    西       0・41      0.54   を梨果結實の方泣に從つて圖示す
   西 北   o・ 54   0・ 54 れば第 二～三 圖の通である.
    ヰヒ                0.30              0,54
   北 東       0.29       0,46    なほ叉,京 大高槻農…場 に於 ける
1雛iiii.i:ii簾 鐸灘
          (探集翌日定量) (探集後2日 目定量)た ・其 の結果は第3表 の通である,
        第3表 梨 果 の 雫 均 重 量 と 果 汁 中 のC量
             汁   世   紀       菊       水
    結實の方位 梨橘 纏 、辮 蝿 書,梨果蟷欄1,辮 ら畿)
'陽2750 ,292840.22
     (東南)
      陰            249            0.23           272      1     0.18
     (西北)
第 二 圖  果汁 中のC量(mg%)と 果樹 園内の梨果 の着生 の方位
  (a)山 城梨(長+郎)の 場合          (b)廿 世 紀 の 場 合
  0.54          0.30          0.29                  0.54          0,54          0.40
          』                      . JL
  。.41 a   。.74    。.54,th   。.65           東                
東
        南                  南
  0.78          1.18          0.72                  0.50          0.65          0.54
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第 三 圖  果 汁 中のC量(mg%)と 果樹上 の梨果 の着生 の方位
  (a) 山城梨(長 十郎)の 場合            (b) 廿 世 紀 の 場 合
         0.40                                           0.78
          aL    ・ J、   '     at
          様                   枝
   。。43面 坂   0.32    。.76 Sh    O.74
        畜 棘       、     東厭
         O.40                                          0。65
 以上の實験結果から推量 すれば牛反歩位の,果樹園にありては,園 の東面,南 面,東 南面,西
南面に於て結實 した ものは然 らざるものに比 してヴィタミンCを 多 く含むことは確である・又
一本の梨樹に着生 した梨果にあ りて も,陽 面の ものは陰面の ものに比 してヴィタミンC量 が多
い(第3表 参照)・ けれ ども其の差は僅少に過ぎない。之は梨,果中のCの 絶樹含量が過少なる
が爲であつて,梨 果 に比 してCを 多量に含む果實について實験 を行はば,果 實中のC量 とその
果實の受光量 との關係 を明白にすることが出來や うと思ふ その適例な果實 は次に記載する柿
であつた.                       ・
(b)柿 の果汁中のヴィタミンC量                       '
 柿果についても梨果と同様に果樹園に於ける着生の方位 を異にするものを封構的に探集 し,
                       叉一・樹 に着生せるものは着生の方位別に 第4表果樹園内に於ける着生の方位を異
  購 墓翻 垂麟 攣 焼 讐 囎 及び 採集した・後 掛 して・齪 魍 して見
  纈 ・方位 惣 騨 翫 型鑑あ ンc量 た・鰍 材料は齢 柿であつて・一つは岐
   東  1 250    44.6     阜縣の柿園にて直接採集 し,他 は京大農場
  東 南1 207  44. 6
   南 卜186 52.、 .に て採集 した ので ある・實繍 果 掴 表 に     
  南  西: r77    47・1     て示せぱ第4～5表 並に第四～五圖の通 り
   西23538。6
  西  北  208    43.1     で あ る ・
    1ヒ     1   174          32.8
  4ヒ     東      151          44.6       1           1
 果央果 東 枝  219 1   49.8
鵬 嵩蓑il鋸rl::1
中し合 北 枝 193  41.1
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 第5表  果 汁申のC量(mg%)と 果  第 四圖  果汁 中のC量(mg%)と 果樹園内
   .・   樹上 の柿果 の位置            の柿果の着生 の方位
                             富 有 柿(岐 阜)
      京大農揚,富 有柿 岐阜産,富 有柿   驚着
生の方位                    湿       
abc 蕩3・1 32.8 44・6
 東    枝     52.8      57.5        49.8
 南 枝52.8 53.9 53。9
 北 枝49。8 51.8 41.1
 上 枝55.1      .
下 枝 48・8        47.1  52.8  44.6
       第五圖 果 汁中のC量(mg%)と 果樹上 の柿果の着生 の方位
       (a)富 有柿(京 大農場)   (b)富 有柿(京 大農場)    (c)富 有柿(岐 阜産)
           49.8               51.8               41.1
           西雌   西議   西議
         51.8--52.8       53.9--57.5       43.1--49.8
           裏職   裏騨   裏騨
           52.8                  53。9                 53.9
 以上の結果によれば同一果樹園にて生産せられた柿果にありても,果 樹園の東面,南 面等の
如 き陽光を多量に受け得べき側 に着生結實した ものは,然 らざ る側に着生結實したものに比 し
て,Cを 多量に含む ことは明瞭である・此のことは一本の柿樹にあ りても同檬であつて,陽 光
を多量 に受け得べ き東向きの枝叉は南向きの枝に着生結實 したるものは然 らざるものに比して
Cを 多量に含有 して居る・叉上枝に着生 して陽光を多 く受けるものは,下 枝に着生 して陽光を
受 けること少いものに比 してCの 含量が多いことも實験結果が示す通である.
 此の事實を一暦明白にする爲に人工的に日光の直射を遮断した時のヴィタミンC含 量に及ぼ
す影響を試験 した・邑口ち同條件下に稔れ る果實10個 を選び,其 の牛数を黒色硫酸紙にて包み残
絵は自然の儘 日光雨露 に晒 し(爲 眞参照)・23日闇経過 した後,探 集 し其の各 々につき定量 した。
其 の結果の亭均値は第6表 の如 くに して明に黒袋にて太陽光線 を遮断したものは裸の儘の もの
に比 し,C含 量少である事が實誰せ られたのである.是 に於て果實は成熟期問中の受光量の多
少によつてヴィタ ミンC量 を増減することは事實として畢げ得るのである・
                    (71)
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 此の貼を實際に誰明する爲に筆者は翻岡市麻機匠に於 て,南 面して傾斜せる夏蜜柑園を選び
頂上に近き場祈並に中腹及び下麓の3個 所の果樹に就き,陽 光を多量に受け得べき南向きの枝
に着生結實したるもの,及 び北向きの枝のもの各3個 宛探集し,数 日後搾汁してその うちの還
元型C量 を定量 したのである,實 験結果を圖表にて示せば第7表 並に第六圖の通である。
 第7表 夏蜜柑汁中のC量(mg%)と 傾斜面に於ける果樹の位置及び果樹上の着生の方位
     L   果樹上la於ける着生の方位1
            一         南 面 (陽)    北 面 (陰)
     傾斜面に於ける果樹の位麗 一X-.
                   1      頂 上
に 近 き 場・所   29.且    27.4
       111            囚夏   、    28.4          24.4
      麓 地27,5 23.1
                   (72)
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  第 六圖 蜜概 物 ・量と傾斜疎 於け課 樹の  第壊 並聯 六駄 よ
        位置及び果實の着生方位            つて明な如 く傾斜面に於
      ける果樹の位 置 が 高 く   4
      なるに從つて果實中のヴ
      ィタミンC量 は増加 し,
      叉同一果樹にありて も南   
      面の枝に着生せるものは
      北面の枝に着生せるもの
      に比 してヴィタミンCを
zq.s 
    多 く含んで居る・斯くの
                               如 きは傾斜面の位置が高
   敷字は果樹の位置及び着生の方向を異にする夏蜜柑(静      まるにつれて,果 樹は陽
   岡市)の 果汁100c. c.中の蓬元型ヴィタミンCのmg数
   を示す。          光雄 際上多く受腿 南
                               面のものは北面のものに
比 して陽光 を多 く受ける結果であつて,此 の事實はさきに記載 したる梨果及び柿果の場合 と同
様 に果實中のヴィタミンC量 は成熟中の受光量によつて増減することは愈々確である・
 此の黙は一個の果實についても同様であつて果皮に近 〉都 分,帥 ち陽光の影響を多 く受ける
部分に於 てヴィタミンCが 多 く含まれて居る・例へば次に示す和歌山縣紀井宮原分場産の温州蜜
              (3)                     C4)
柑についての實験結果はFellers及 びBatchelder&Overholsen等 の結果 と同様に上述の事柄
を明示するのである・
  第8表 温州蜜柑の部位と還元型     総 じて果實中のヴィタミンC量 は幾多の條件
     ヴィタミンC量        によつて支配 され ることは云ふ迄 もないが,品
温燃 の細 果汁騰 型・量 種並・肥糠 等が同一であつても・職 ・着
                     生 して成熟する闇に受け る陽光量の多少に慮 じ
  果皮に近き部分     22,3
果皮に遠・酬 17・  てヴィタミンC量 カミ鰯 ることは上記麟
                     によつて明である・
 此の ことは唯 に果實のみな らす葉に於ても同様であつて茶葉はその適例である.                                胃
                 亘 要    約
 各種の果實中のヴィタミンCを 定量した結,果果肉中のヴィタミンC量 は 果實が成熟中に受
                    (73)
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けた陽光量とほぼ比例することを見出した
 (1)先 づ梨果に就 いては,其 のヴィタミンC量 が少い故に顯著な相違 は認め得なかつたが
  果樹園の東面,南 面に於 て結實したものは,西 面,北 面の ものに比してCを 多 く含む事
  は確である・一一本の梨樹に着生した梨果にありても,陽 面の もの は陰面のものに比 してヴ
  ィタミンC量 が多 くあつた・
 (2)柿 果につきても梨果 と同様な試験を行ぴ,陽 光を多 く受ける果樹並に樹枝に着生成熟
  したるものは,然 らざるものに比 して遙に多くのヴィタミンCを 含んで居 ることを實誰 し
  た.
 (3)成 熟末期23日 聞被覆 したる柿果 と然 らざるもの とのC量 を比較 した結果として,柿 果
  にあ りても其の うちのヴィタミンC量 は受光量に比例することを一一暦確め得た。
 (4)夏 蜜柑汁中のヴィタミンC量 と傾斜面に於ける果樹の位置の關係 につき實験 した。其
  朔)結果陽光を多 く受け得べき頂上の果樹忙着生結實した ものは,下 麓のものに比 し明にC
  量多 く,叉 同一果樹にありても南向きの枝に着生 した果實は北向きの ものに比 し梨果柿果
  同様C含 量多大であつた.
 (5)温 州蜜柑につき果實の部位によるC量 の差異を明にした 果皮に近 き果肉は内部の果
  肉に比 しC量 大で夢つた裏 も日照 とヴィタミンC量 の關係の一例誰 とな り得 るのである
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